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好みのコーデック IC用 
デバイス・ドライバを作る

Linuxボード用サウンド・フレームワーク 
ALSA SoC入門!

三ツ木 祐介

第2部

第6章

● オーディオ・コーデック用デバイス・ドライバ
の構成

　この章ではSSM2603ドライバを作成し，オーディ
オ・コーデック基板UMB-SSM2603をLinuxで使用で
きるようにします．Linuxドライバ，その中でもオー
ディオ用ICを動かすためのALSA SoCドライバにつ
いて説明します．
　実際に作成するデバイス・ドライバは，図1のマシ
ン・クラス・ドライバです．すでに存在するラズベ
リー・パイ用プラットホーム・ドライバとSSM2603
用コーデック・ドライバの関連付けを行うことで，
ALSAサウンドカード・デバイスを構成します．

外付けオーディオ・コーデック
SSM2603用のドライバ
● カーネルのバージョンによって対象ハードのドラ
イバがないときがある

　SSM2603をLinuxで使用するにはドライバの有無
がキー・ポイントとなります．カーネルのバージョン
によって，ドライバが存在したりしなかったりするの
です．
　今回はYoctoのmeta-raspberrypiのカーネルを使
用します．執筆時点でのカーネルのバージョンは3.18です

（meta-raspberry piは http://git.
yoctoproject.org/git/meta-raspberrypiか

図1　ラズパイ録音&再生装置のソフトウェアにおける今回作成するデバイス・ドライバの位置づけ

ハード
ウェア

マイク

スピーカもしくはヘッドホン

オーディオ・コーデックIC
（SSM2603）

システムDMA

ラズベリー・パイ（BCM2835/2836）

I2Cインターフェース

I2C
I2S

データ・インターフェース

マシン・クラス・
ドライバ

録音アプリ 再生アプリ

読み出し
録音/停止

書き込み
…

ファイル
選択アプリ

オーディオ・
ファイル1

オーディオ・
ファイル7

Temp
ファイル

ASoCコア

ALSA SoC
（ASoC）

ALSAカーネルAPI

ALSAライブラリ

SSM2603
コーデック・クラス・ドライバ

録音ソフトウェア
arecord

再生ソフトウェア
aplay

プラットホーム・
クラス・ドライバ

ソフト
ウェア

ユーザ・アプリ

カーネル空間

ユーザ空間

実際に作成するデバイス・ドライバ

ファイル一式

コーデックICドライバと
SoC依存オーディオ通信
ドライバをつなげる

SoCに依存した
オーディオ通信用
ドライバ．
Linuxカーネルに
入っている

コーデックコーデックIC
のドライバ.
ウェブから
入手できる

km017
テキストボックス
ご購入はこちら

http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/booklist/series/Interface/
http://www.kumikomi.net/interface/contents/201512.php



